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問 　学級で通学バスを利用したい
という声が多くある。通学バスには
乗車人数の限りがあると思うが、希
望者が多すぎた場合には、どのよう
に対応する考えであるか。また、料
金支払いに関わる定期券やサービス
券の発行について、現時点で具体的
に決まっていることはあるか。

村長 　令和８年４月から、現在の
まっくんバスを通学と通院に特化し
た形で運行する予定である。対象は
高校生と高齢者で、運行時間は朝と
夕方に絞る方針。運行ルートはまだ
決定していないが、高校へのルート
や病院を通るルートなど、なるべく
短時間で目的地に着けるよう検討し
ている。現在のバスは定員26名であ
るため、乗り切れない可能性もある。
そのため、まずは来年４月に運行を
開始し、状況を見ながら必要に応じ
てバスの大きさなど計画を見直して
いく考えである。また、定期券の導
入も検討している。

☆感想
一般質問の一番最初だったことも
あって、真ん中に立った時に頭が
真っ白になって正直ちゃんと原稿
を読めたかとか、村長さんが言っ
たことも覚えていないです。覚え
ていないけれど、ちゃんとクラス
で出した質問に納得いく回答をも
らえたことが一番いい経験だった
し、村や国の政治の仕組みもわ
かったような気がしました。
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問 　クラスでユニバーサルツーリ
ズムに着目して調査を行った。村で
はどのような取り組みを進めている
のか。

村長 　誰もが気軽に観光を楽し
めるよう、大芝高原のユニバーサル
フィールド化に力を入れている。ユニ
バーサルツーリズムマップを作成し、
マップを基に段階的に整備を進める
予定である。将来的には「ユニバー
サルフィールド・コンシェルジュ」の
窓口設置も計画している。

問 　車いす利用者の視点から調査
してみたところ、味工房から湖側へ
のスロープ設置や、マレットゴルフ
場付近の砂利道を舗装すれば、より
利用しやすくなると思われるが。

村長 　車いすは味工房入口の階段
手前で左に進み、Uターンしてトイレ
前を通るルートを示す案内表示が無
いため、案内看板の設置が必要であ
る。ウッドデッキの改修と合わせて、
スロープを計画的に検討したい。マ
レットゴルフ場付近の砂利道は利用
頻度からみると、優先度はやや低い
が、全体計画で整備について検討を
進め舗装など行っていく。

☆感想
ずっと緊張しっぱなしでした。質
問するときも頭が真っ白でしたが、
今回の質問やいただいた答弁が
南箕輪の未来に役立てばいいなと
思っています。
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問 　村の広報をSNSに広告を出す
形で行ってはどうか。広告の費用は
クラウドファンディングを活用して
資金を集める方法もあり、より多く
の年代に情報が届くのでは。

村長 　SNS広告については、年齢
や地域などで対象を絞れるため、有
効な手段である。現在の広報では10
～20代への到達が弱い点は課題であ
る。若い世代向けの情報配信にSNS
広告の活用も検討したい。クラウド
ファンディングは、日常的な広報費用
を賄うには向かないが、イベントなど
であれば選択肢となる。

問 　クラウドファンディングを
使って資金が増えれば、子育て世代
に向けたイベントを増やしたり、拡
充することで、村が活発で明るい雰
囲気になると期待できるがどうか。

村長 　子育て世代などのターゲッ
トに向けて情報を発信することで、
興味や関心のある方に情報が届き、
参加者の拡大につながる。費用対効
果などの有効性を検討し、実施に向
けて努めたい。

☆感想
思ったより緊張はしなかったけど、
終わった後にどっと疲れた感じが
しました。たくさんの大人の前、
村の責任ある方々の前で発言した
り自分達の意見を話したりする機
会はなかなかないので、貴重な経
験ができてよかったです。
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中学生議会2025！
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10月14日に南箕輪中学校３年生5人
が議員として一般質問を行い、議長・
事務局長も生徒が務めました。今年
は１クラスずつ議場内に生徒が入っ
て傍聴しました。

問 　まっくんを有名にして村の知
名度を高めようとしていると聞いた
が、どのような取り組みや案がある
のか。

村長 　2011年ゆるキャラグランプ
リで全国最下位だったことを逆手に 
“日本一人気のないキャラ”として前
向きに発信したことで、TVで取り上
げられ知名度が上がった。現在はグ
ランプリへの参加は辞退し、地域密
着のPRに力を入れている。

問 　村でまっくんを人気者にしよ
うという取り組みはあったのか。ま
た、どのような方法で人気向上を目
指したのか。

村長 　イベントでのPR、デザイン
の積極活用、LINEスタンプの制作、
広報誌やウェブサイトへの掲載、オ
フィシャルサイトやXでの情報発信、
グッズによるPR活動がある。最近
ではSNSで取り上げられる機会が増
え、イベント出展時にはグッズが買い
占められるほどの人気が出てきてい
る。

☆感想
村に自分たちの意見を直接言え
る、貴重な機会だった。友達と
「もっとこうなったらいいな」と話
すのではなく、自分の意見が村長
さんや開発公社さんに届いて実現
できるかもしれない。そんな嬉し
さもありました。緊張しすぎて台
詞を飛ばしてしまったけれどいい
経験ができました。
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問 　南箕輪村をPRする取り組みの
１つとして「ブラメシフェス」が開催
されているが、家庭で出されること
がないことから、ブラメシは観光客
向けの企画なのか。

村長 　ブラメシは松枯れ危機のな
かで「枯れる前に活用していくべき
だ」との提案により始まった。観光
協会が中心になり、飲食店や食品事
業者と協力して、アカマツの食用炭
を使ったメニューを開発。将来は村
の特産品としてPRすることで、観光
客向けになると考えている。

問 　村民に愛着を持ってもらい、
観光客に村をアピールできるように、
各施設に合ったまっくんをデザイン
した看板を設置してみては。

村長 　デザインの活用は役場の担
当課で南箕輪村を広くPRするために
公募型でさまざまな取り組みを行っ
ている。まっくんキッチンのデザイン
も、公募で村の小中学生から寄せら
れたアイデアから作られた。

☆感想
あまり経験できないことをでき、
とてもうれしく思いました。村に
中学生が意見を言えるということ
を体験でき、大人と対等に議会
ができてよかったです。自分たち
の活動で村をよりよくするために
提案内容を考えたが、それを反映
させることは難しいと思いました。
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感想　最初は緊張で頭が真っ白に
なってしまいましたが、議会が進む
と慣れていって、途中からはスムー
ズに進行することができたのでよ
かったです。

担当　松田先生の感想
中学生議会では、自分たちが調べ
たことや考えたことを伝えること
ができました。今年度は、議員役
以外の生徒も議場に入り、雰囲気
を味わうことができました。
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感想　議長、事務局長という貴重な
経験ができてうれしかったけれど、
次の日、足が筋肉痛になるくらいガ
チガチでとても緊張しました。

梅
うめだ
田 志

しおり
織

　　　 さん

傍聴した生徒の感想
議会を通して村の楽しい行事とか
細かい重要な事項を決めてくれて
るんだなって思ったし、参加してみ
てこういう雰囲気好きだなって思い
ました。 （唐澤和華菜）

学校でも生徒総会はあるけど、本
格的な議会で新鮮だった。どのク
ラスの代表もわかりやすい質問でし
た。 （岸田真奈）

議場に入った時にその雰囲気に本
当に驚いた。言葉遣いも普段は使っ
たことがないような言葉が使われて
いてすごいなと思った。 （原柚音）

質問する人たちはしっかりした質問
ですごかった。あそこに立つのはと
ても緊張すると思う。 （大槻虹）

村長さんが細かいところやアドバイ
スなどを丁寧に応答してくれていた
のが嬉しかった。 （竹野慶）

議長・事務局長

動画は  →
こちらから
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12月定例会では15議案すべて原案のとおり可決。陳情1件が採択され、意見書2件が採択されました。

条　　例 賛成 反対 結果
消防団条例の一部を改正する条例
▶村内で勤務、在学する人も対象とするため ８ ０ 可決

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の整備に関する条例
▶虐待への通告義務や乳幼児の健康診断に関すること ８ ０ 可決

村農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の一部を
改正する条例
▶中立委員以外の農業委員を１人増員して定数12人にする

８ ０ 可決

南箕輪村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
▶こども誰でも通園制度に伴う条例の創設 ８ ０ 可決

村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例
▶村長、副村長、教育長、議員の報酬を３％増 ８ ０ 可決

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
▶人事院勧告を踏まえた給与の改定 ８ ０ 可決

補正予算

一般会計補正予算（第７号） ８ ０ 可決

介護保険事業特別会計補正予算（第3号） ８ ０ 可決

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） ８ ０ 可決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ８ ０ 可決

一般会計補正予算（第8号） ８ ０ 可決

水道事業会計補正予算（第3号） ８ ０ 可決

下水道事業会計補正予算（第3号） ８ ０ 可決

その他
南箕輪村第6次総合計画の策定について（特別委員会にて調査）
▶令和8年度からの総合計画を策定するため ８ ０ 可決

南箕輪村公の施設の指定管理の指定について
▶指定管理者の指定期間満了に伴い、新たに指定管理者を指定 ８ ０ 可決

議会提案

広く国民の意思を反映した衆議院議員選挙制度の実現を求める意見書
（提出者：百瀬）
▶意見書に反対：西森　国会議員の定数を削減すべき、意見書を出す必要はない。

5
3

（西森）
（都志）
（太田）

採択

請願・陳情

診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬１０％以上の引き上げを求め
る陳情書　▶福祉教育常任委員会は採択 ８ ０

採択

令和7年12月定例会 （議案名はわかりやすく簡略表記しています）

→意見書

→意見書

12 月定例会

定例会最終日の動画を
こちらからご覧いただけます

 　豊かな自然　つながり育み　  夢かなう　南箕輪
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加藤泰久議員が辞職

12月11日に特別委員会を開催し、「第6次総合
計画」について、各担当部署から計画内容の詳
細説明を受けました。

一身上の都合により、10月
23日付で議員を辞職しまし
た。この辞職によって1名欠
員となり、現在の議員数は9
名となりました。

1/13 令和８年第１回臨時会 （議案名はわかりやすく簡略表記しています）

議員から村への質問を少し紹介

問：人口推移の情報が古く、現在は減少している
が更新されるのか？

答：情報は国勢調査を基にしている。1～2年の推
移だけでは減少とはまだ言えない。

問：リニアや三遠南信道路の開通はこの計画期間
外だが、どう位置づけているか？

答：将来を見据えた広域交流の促進として記載し
ている。

問：太陽熱や地中熱利用の情報提供については？
答： 給湯循環システムなどを選択肢としている。

議会からの意見
　議会としても、初めての総合計画検証
であり、今後の議会活動でも、計画を
見据えて村民の声をしっかり届けていく
ことが求められます。むらづくり委員会
のみなさんの長期間かけての策定のご
労苦に深く感謝申し上げます。

第 6次総合計画調査特別委員会

特別職報酬審議会の答申を踏まえ、R8年4月か
ら特別職と議員の報酬が3％増額されます。

特別職と議員の報酬

特別職
村長 月額 762,200円 ➡ 785,000円

副村長 月額 647,800円 ➡ 667,000円

教育長 月額 552,000円 ➡ 568,000円
※特別職3名分で年間約90万円増額。
※額面は総支給額です。

議　員

議長 月額 308,000円 ➡ 317,000円

副議長 月額 241,000円 ➡ 248,000円

委員長 月額 230,700円 ➡ 237,000円

議員 月額 221,500円 ➡ 228,000円
※議員9名分で年間約95万円増額。
※額面は総支給額です。

第６次総合計画が決まる!!

賛成 反対 議決結果

一般会計補正予算（第9号） 8 0 可決

工事請負契約の締結について（村民センター舞台照明LED化工事）
▶有限会社唐澤電気　80,300,000円 8 0 可決

 　豊かな自然　つながり育み　  夢かなう　南箕輪
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※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。一般質問

会福祉協議会に委託し、手話通訳者養成事業を
実施し33名が受講。活動手当は１時間2,000円
のほか、移動時間やガソリン代等の規定がある。
問　災害時の情報弱者対策として避難所での
手話通訳者を配置しては。
村長　手話通訳者配置に関する村のガイドラ
インはない。災害時に防災無線が聞こえないと
いった課題があり、防災訓練への参加等、関係
者との懇談を通じて理解を深めてきた。今後も
聴覚障害者協会と連携し、安否確認などについ
て危機管理課と情報共有を行っていく。
問　障がいの有無に関わらず共に学ぶ学校教
育における、インクルーシブ教育の位置づけは。
教育長　総合的な学習の時間において、障が
いのある人を正しく理解し、どのような支援が
必要かを学んでいる。子どもから大人まで、他
者を理解し違いを認め合いながら温かい人間関
係を築く「社会力」を発揮するプロセスが、イ
ンクルーシブ教育につながると考えている。
地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
問　ゼロカーボンに向けてR8年度太陽エネル
ギー利用設置補助制度の取り組みは。避難所へ
の蓄電池導入計画は。
村長　R７年度の住宅暖熱リフォーム補助に
加え、太陽光発電設備については、R８年度当
初予算において国・県補助金を申請し、活用で
きる制度を広報していく。避難所への蓄電池導
入については、計画的に進めていく。
問　木質バイオマス村計画の進捗状況は。
村長　大芝の湯のリニューアルに合わせ、木
質バイオマスボイラーの導入を計画している。
本体2,300万円、工事費8,700万円、機械費
3,100万円について、第２世代交付金を活用す
る。アカマツや松枯れ材を利用する計画である。

問

答

役場窓口に軟骨伝導イヤホンの設置を

前向きに検討する（村長）

問　聴覚障がいについて、乳幼児から高齢者
まで把握しているか。
村長　乳幼児は健診時に検査を行い、異常が
あれば医療機関につなぐ。小学生は補聴器使用
者が１人、聞き取りにくい児童が２人、中学生
は補聴器使用者が１人、聞き取りにくい生徒が
９人である。成人では身体障害者手帳所持者
40人、高齢者は１割程度が難聴とされている。
問　各段階での適切な支援は行っているか。
村長　小中学生については学校検診を通じて
医療機関につなげており、座席配置など日常的
な学習環境への配慮を行っている。
問　村の補聴器購入費助成事業は高齢者に限
定されている。対象年齢を18歳以上に拡充し、
再申請や補助額の見直しが必要では。
村長　身体障害者手帳を所持する人には補装
具購入補助がある。中等度難聴については18歳
未満を対象とした補助があるが、18歳以上には
制度がない。村の助成についても、年齢要件の
拡充や再申請の可否など、具体的に検討する。

軟骨伝導イヤホン役場窓口に
問　手話通訳者の人材育成、処遇について手話
施策推進法に基づく支援が必要では。
村長　県の登録者名簿を活用し、必要に応じて
業務委託を行っている。伊那圏域には手話通訳
士２名、手話通訳者12名が登録されており、村
内には通訳士１名が在住。R６年度は伊那市社

三 澤 澄 子
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※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。 一般質問

問　農業者と福祉事業所のマッチング支援を
行う考えはあるか。農福連携は村の農業の課題
を補完しうるものであり、今後の方向性は。
村長　農福連携は、障がいのある人の社会参
画を促進するとともに、農業分野における新た
な働き手の確保にも寄与する重要な施策であ
る。長野県セルプセンター協議会の活用も有効
な手段の１つである。農業分野では、営農関係
団体や「まっくんファーム」などの意向を把握
し、障がい福祉分野では、就労支援事業所の考
えや課題を確認することから取り組みを始めた
い。関係機関と連携し、本村の実情に即した農
福連携のあり方について、マッチング支援も含
め検討を進めていく。
問　圃

ほ
場の集約化の現状と今後は。

村長　Ｒ6年度末の認定農業者など中心的経営
体への利用権設定による貸借および農地中間
管理事業等による農地集積面積は約496haで、
農地全体の55％となっている。第6次総合計画
では、5年後の担い手への集積率を60％とする
目標を掲げている。村としては、地元での動き
があれば国や県とも連携し、補助事業の研究や
必要な助言、支援に取り組んでいきたい。
問　本村の農業は米作主体であるが、扇状地
で狭小な水田が多い当地域では多様な作物の栽
培が向いている。今後の多様化戦略は。
村長　村では「風の村米だより」以外に、ア
スパラガス、スイートコーン、白ネギ、ブロッ
コリーを農業再生協議会で定めた振興作物とし
て位置づけ、多様化を図っている。今後も、圃
場条件、担い手の状況、作物特性、市場動向な
どの視点から検討し、農業の持続的発展につな
げていきたい。
問　農業の担い手の組織化を促進するための

施策、支援策は。
村長　村の中心的担い手である農業法人
「まっくんファーム」とは、人的支援を中心に
意見交換を行い、村としての支援を本格的に検
討していく。現在、農地所有適格法人等に対し
て、国や県の補助金の案内や申請書類作成支援
を行っており、今後も継続していく。

森林資源の有効活用
問　本村は飛び地をはじめ、豊富な森林資源
に恵まれているが、その有効活用の考えは。
村長　価値の低い材は木質チップとして活用
し、価値の高い材は市場に出材する考えである。
公共施設建設等への活用も進めているが、一定
の限界もある。中長期的な視点に立った計画と、
国・県の交付金等を活用した方法を検討する。
問　森林資源の活用を地域づくりの柱として
進めていくため、林業・林産業の人材育成は欠
かせない。現状と今後の取り組み、支援方針は。
村長　現在、村内に林業を専門とする事業者
はなく、建設業において林業関連作業の指名願
いを提出している事業者が2社のみである。林
業従事者数はＲ2年時点で14人（村政要覧）。今
年度から初めて地域林政アドバイザーと契約し
た。村からの森林関連委託費も増加しており、
今後は直接的な仕事づくりを進めることも重要
であると考えている。

太 田 篤 己

問

答

農福連携の今後の方向性は

マッチング支援等検討を進めたい（村長）
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※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。一般質問

問

答

中学校第1グラウンドにトイレを

R9年度に整備予定で進めていく（教育長）

問　中学校第1グラウンドにトイレが無いが、
トイレの利用はどうしているのか。
教育長　第1グラウンドを使用する授業や部活
動がある際には、事前にトイレを済ませるよう
指導している。また、休日の地域クラブ活動で
は、村民体育館や中学校体育館のトイレを使用
している状況である。トイレまでの距離があり
不便な状況であることは承知しており、大変心
苦しく感じている。
問　関係者から要望のあるトイレ整備を行う
考えはないか。
教育長　不便さを解消するため、R9年度に整
備する計画を進めている。第1グラウンドは指
定緊急避難場所となっていることから、災害時
にも避難場所として機能する整備を検討してい
く方針である。関係者の意見を確認しながら、
どのような仕様・形式が適切か検討を行い、整
備を進めていく。

中学校第１グラウンド

大芝荘の今後
問　大芝荘の今後の利活用について問う。
村長　大芝荘は、利用者の減少に加え、新型
コロナウイルス感染症の影響が重なり、R3年
6月14日から休業している。休業後は、教育委
員会が所蔵する文化財の整備や虫干し・陰干し
作業のほか、一部を展示会場として活用してき
た。現在、建物は老朽化が進み、雨漏りや給排

水設備の不具合も確認されている。宿泊施設
として再開するためには相応の修繕が必要であ
り、現時点では慎重な判断が求められる状況で
ある。こうした経緯を踏まえ、当面の間は余裕
財産として保持し、次の３点を柱として進めて
いく考えである。第1は、文化財の整理・保存・
可視化の拠点としての利用。多くの文化財が分
散しており、その整理・保存環境の整備は重要
な課題である。第2は、将来的な郷土館的機能。
文化財の展示や保管に適した空間を一定程度備
えており、郷土資料を体系的に整理・紹介する
場としての可能性がある。第3は、災害時のボ
ランティア受け入れ拠点としての活用。大芝高
原は指定緊急避難場所であり、必要に応じてボ
ランティアが寝袋を用いて宿泊できる寝床や休
憩スペースとして活用できるよう備えていく。
村の文化財の可視化や整理、災害対応の拠点と
して活用しながら、余裕財産として維持し、そ
の将来像を慎重に見極めていく考えである。
最低制限価格のルールと入札辞退の対策
問　村が発注する指名競争入札において、設
計・コンサル業務の辞退が多いことへの対応
は。
副村長　村では計画的に工事等の発注を行っ
ている。指名業者の辞退が多い場合、競争性が
低下し、適正な価格競争が行われなくなる恐れ
があり、望ましい状況ではない。競争性を確保
するため、担当課において入札前に、積算単価
が適正であるか、工期が現実的であるか、また
配置技術者の要件が過度なものとなっていない
かなどについて確認している。必要に応じて、
上伊那広域連合の土木振興課や長野県住宅供給
公社等へ照会を行い、設計書や仕様書の精査に
努めていく。

百 瀬 輝 和

〈 8 〉〈 8 〉

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。 一般質問

西 森 一 博

問

答

各区に事務局を設置しては

集落支援員による支援体制を進める（村長）

環境整備をするボランティア

問　地区ごとに「事務局」を設置し、日常的
な業務を担うしくみを導入する考えはあるか。
村長　地域コミュニティは非常に価値あるも
のであり、村としても投資を行い維持していく
必要がある。今年度から自治会業務を担う「集
落支援員」の配置を開始した。先行して配置し
た北殿・田畑区では、地元住民が事務や環境整
備を担うことで、役員の負担軽減につながって
いる。全12地区へ配置されれば、実質的な事
務局機能が整うこととなる。今後も各区の実情
や要望をていねいに聞き取り、支援員制度を通
じて事務局的な活動を支えていく。
問　自治会の担い手が減少する中、草刈りな
どの活動を持続させるため、住民の力を「有償
ボランティア」として活用するしくみについ
て、村長の見解は。
村長　公園や公民館周辺など、公共的な場所
において住民が有償ボランティアとして作業を
行うことに異論はない。本村は自然が豊かで整
備範囲が広く、すべての環境整備を業者委託で
行うことは財政的に不可能である。環境維持に
は、これまで通り地域の協力が必要だ。その上
で、地域の負担軽減策として、対象範囲を明確
にし、公共性の高い内容を優先して有償ボラン
ティアを活用することは一案である。

AI（人工知能）の活用
問　AIを導入している業務はあるか。また、
検討中の分野や今後の方針は。
村長　現在、音声文字起こしツールによる議
事録作成の効率化や、中学校でのAI採点支援
システムによる教員の負担軽減など、AI技術
の活用を進めている。今後は、対話型生成AI
ツールの導入を検討していく。
問　住民サービスの向上という観点から、AI
導入をどのように考えているか。
村長　職員を単純な定型業務から解放し、人
が担うべき判断業務や地域課題の解決に集中す
ることで、住民サービスの向上が可能になると
考えている。
問　教育現場におけるAIの活用について、教
育委員会の考え方や方針は。
教育長　文部科学省の指針に基づき、教育現
場での生成AI活用を「人間中心」の視点で進
めていく。教員の働き方改革と指導力の向上を
目指すとともに、児童生徒については、AIの
しくみや使い方を学ぶだけでなく、教科の学び
に生かす力を育んでいく。
問　AI時代の情報リテラシー教育や、虚偽情
報への対応は。
教育長　子どもたちが被害者にも加害者にも
ならないための情報モラル教育を強化する。情
報の真偽を見極める「ファクトチェック」能力
や、正しく理解するための「読解力」の習得。
また、著作権の遵守、一度発信した情報は消え
ないといったネットの特性、社会への影響を考
えさせる学習活動を段階的に展開する。変化す
る情報社会に対応し、地域や学校の実情に即し
た教育環境を整えていく。
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※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。一般質問

問　各地で中高生による消防・防災への取り
組みが進められている。テレビ番組では、中学
生が消防団とともにＡＥＤを用いた訓練や心臓
マッサージに取り組むようすが紹介されてい
た。休日や下校後に活動する姿は、将来の消防
団のなり手不足解消につながるだけでなく、ボ
ランティア活動やコミュニティ活動の醸成にも
寄与する可能性がある。こうした取り組みにつ
いて村の考えは。
村長　大芝高原まつりでは「防災コーナー」
を設け、消防車両への試乗や放水体験などを実
施している。また、出前講座として、防災の基
礎知識、救護・救急、炊き出し体験等を学校に
出向いて行っている。中高生も、炊き出しや初
期消火などへの参加は可能である。中高生の若
い意見を取り入れ、地域住民の一員として防災
訓練に参加することは非常に重要であり、未来
を担う中高生の参加は地域防災力の向上につな
がる。

え、「自助・共助・協働」の原則に基づき、地
域や職場で防災リーダーとして活動する人材で
ある。村でも同様の取り組みを行う考えはある
か。
村長　荒川区の取り組みは珍しく、１２歳から
１８歳を対象とした資格取得補助を今年度から
実施しており、非常に意義深い。村としても今
後研究していきたい。多くの防災士とともに行
動することで、世代間の知識や経験の伝達にも
つながると考える。
カスタマーハラスメント対応マニュアル策定
問　村にもカスタマーハラスメント対応マ
ニュアルが必要ではないか。行政サービスの利
用者等から職員に対し、その業務に関連して行
われる著しい迷惑行為への対応について問う。
村長　村においても威圧的な言動や深刻な事
例があり、これまで研修会を実施してきた。今
後、対応マニュアルを策定する予定である。
１０月３１日に県が実施した「カスハラゼロ宣
言」や国の動向も踏まえ、職員が安心して仕事
に専念できる環境づくりを進めていきたい。

いじめ・不登校対策
問　いじめ・不登校対策について、教育長の
抱負を問う。
教育長　いじめ防止には、子どもの心を育て、
思いやりの心を大切にすることが基本である。
人の悪口や陰口を言わない姿勢を育み、いじめ
が起きた場合はチームで対応し、心身の安全を
最優先に確保する。互いの違いを認め合い、居
心地の良い関係づくりを進めたい。不登校につ
いては、心身の不調により長期欠席となる子ど
も一人ひとりに寄り添い、個別の支援を行う。
居場所づくりや環境整備を進め、子どもの成長
を支え、社会的自立につなげていきたい。

大芝まつり防災コーナー

問

答

中高生に防災や消防事業への参加を

若い世代に参加をのぞむ（村長）

問　東京都荒川区では、中高生の防災士資格
取得に対し、受験料・登録料を全額補助してい
る。防災士は、日本防災士機構が認定する民間
資格であり、災害に関する知識と実践力を備

唐 澤 由 江
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福祉教育常任委員会　石川県能登町視察

令和6年度社会福祉大会での講演を受け、能登町の被災状況を把握するとともに、春蘭の里、日本海倶楽部（佛
子園）、能登町社会福祉協議会の各施設を訪問した。

能登町社協
ボランティアセンター立ち上げに時間を要した経緯や、建築専門家の不足
による迅速な建物安全調査の困難さが大きな課題として挙げられた。

日本海倶楽部（佛子園）
障がい者が働く地ビール製造やレストラン運営を通じて、工賃アップと
地域共生を実践。「ごちゃまぜ」の環境創出のための複合施設運営とリー
ダー人材の育成に注力している説明を受けた。

春蘭の里
水素を利用した発電や浄化槽による独自のインフラ体制を視察。また、
農家民泊の拠点ネットワーク構築の説明を受けた。

すべての訪問先で、長野県からの支援に対する感謝の意が示された。このことは、「お互い様」の精神で、県
境を越えた助け合いの大切さを改めて痛感する機会となった。

福祉教育常任委員会　介護・福祉施設との懇談会11/7

福祉教育常任委員会では、村内の介護・福祉施設の代表者
と懇談を実施し、現場の実情や課題について聞いた。
多くの施設で共通していたのは、物価高や最低賃金の上昇
にもかかわらず報酬単価が据え置かれているため、経営が
厳しくなっているという現状。さらに深刻な問題として、
人材確保の難しさが挙げられた。福祉・介護職の賃金水準
が低いことから、若い世代の関心が薄く、結果として人材
が集まらず、高い離職率につながっている。また、障がい
者の就労支援においては、一般就労への移行が難しく、企
業側の理解促進が大きな課題とされていた。

PR
!!

総務経済常任委員会　岐阜県高山市・下伊那郡高森町視察

7月の視察に続き、木質バイオマスボイラーの先進地域である、岐阜
県のひだ荘川温泉「桜花の湯」、下伊那郡高森町の「御大の館」視察を
行った。 
岐阜県 ひだ荘川温泉「桜花の湯」
高山市にある日帰り温泉施設、「桜花の湯」では、木質バイオマス供給
事業について説明を受けた。指定管理は荘川観光協会で、設備導入は
井上工務店が行い、施設側は熱代金を20年間の契約で買い入れるしく
みとなっている。木質バイオマスボイラー4基を使用し、不足する部分
は灯油ボイラーでバックアップを行っている。井上工務店が自社の製材過程で出る端材をチップ化し、直接
供給していた。
高森町 信州たかもり温泉 御大の館
2基の木質バイオマスボイラーが稼働しており、チップの乾燥状態による機器の故障等について聞くことが
できた。

議会活動
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大芝高原「みんなの森」視察10/27

「みんなの森」アカマツ伐採の現状を視察し、将
来に向けた森の樹種転換の説明を受けた。

11/4 自治政策課題研修

研修にリモートで参加した。移住だけでなく、
地域との関わりを持つ「関係人口」を増やすた
めの取り組みについて学んだ。

11/10 町村議会広報研修

議会だよりの取材方法や記事の構成など、広報
の具体的な手法について学んだ。

11/25 伊北議員研修会

箕輪町の「子どもが主役の学校づくり」につい
て研修し、安心できる学びの場や地域と連携し
た子ども主体の教育の取り組みを学んだ。

11/20 議会運営委員会　長野市・富士見町視察

長野市議会と富士見町議会を訪問し、BCP（事業継続計画）と政治
倫理条例の取り組みについて聞いた。

長野市議会では、旧行動マニュアルを廃止してBCPに統合。政治
倫理条例では、議員や住民からの規範違反者の審査請求体制を整
えていた。
富士見町議会では、議場でのヤジなどの問題を契機に政治倫理条
例を制定し、ハラスメント規定も設けているとのことだった。今
回の視察は、南箕輪村議会における簡潔で運用しやすいBCPと、
SNS・ハラスメント対応を含む政治倫理条例の検討に参考になっ
た。

議会活動
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10/15 区長会と議会の懇談会

区長会と議会で懇談を行い、各
区長からさまざまな意見や要望
が出されました。それらをまと
め、12月25日に議会からの要
望として村へ提出しました。皆
さまからいただいた声は、今後
も議会としてていねいに受け止
め、村へしっかり届けてまいり
ます。

議会活動
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● 南箕輪村在住
● 募集数：10 名
● 任期：2年
● 謝礼あり

応募される方は、議会ホームページに掲載の応募用紙を記入の上、議会事務局に提出を
お願いします。締め切り後、選考結果を連絡させていただきます。

● 年 4回発行の議会だよりに関するアンケートへの返答
● 議会ホームページに関するアンケートへの回答
● 議会広報に関する意見交換会への参加（任期中１回を予定）

お知らせ
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お知らせ
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上伊那農業高校恒例のチェーンソー実習
が、今年は初めて大芝の森で実施されまし
た。実習のようすと感想、里山コースをご
紹介します。

指導した林業師からひと言
すべてが初めての経験だった
と思いますが、前向きに積極
的に取り組む姿が頼もしく感
じられました。
　　　　山造り舎　川島潤一

かわしまじゅんいち

チェーンソー実習のようす

さまざまな

おおむら　 はるき

きたはら　だんぞう

  おおや   りょうた

上農高校編
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議会に対するご意見

村への要望

すべての
モニターの声

議会だより
バックナンバー

　穏やかな年明けとなりましたが、諸物価高騰など暮らしにくくなって

います。世界では未だ争いごとが絶えません。平穏な年になることを望

みます。モニターの声を聴きながら皆さまに読んでいただけるよう誌面

を充実していきます。（原　源次）
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